
表 1427　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　血流量(ml/分)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

血流量 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

100未満 1 1 1
（％） (100.0) (100.0)

100～ 20 2 22 1 23
（％） (90.9) (9.1) (100.0)

120～ 59 1 1 61 2 5 68
（％） (96.7) (1.6) (1.6) (100.0)

140～ 421 19 1 4 3 448 14 48 510
（％） (94.0) (4.2) (0.2) (0.9) (0.7) (100.0)

160～ 122 10 2 2 136 11 17 164
（％） (89.7) (7.4) (1.5) (1.5) (100.0)

180～ 697 53 1 8 5 764 24 67 855
（％） (91.2) (6.9) (0.1) (1.0) (0.7) (100.0)

200～ 2,978 201 7 30 24 3,240 111 411 3,762
（％） (91.9) (6.2) (0.2) (0.9) (0.7) (100.0)

220～ 1,152 78 5 6 17 1,258 44 148 1,450
（％） (91.6) (6.2) (0.4) (0.5) (1.4) (100.0)

240～ 1,388 94 1 14 7 1,504 46 214 1,764
（％） (92.3) (6.3) (0.1) (0.9) (0.5) (100.0)

260～ 137 8 3 148 1 10 159
（％） (92.6) (5.4) (2.0) (100.0)

280～ 148 8 3 159 4 10 173
（％） (93.1) (5.0) (1.9) (100.0)

300～ 302 14 1 2 319 3 31 353
（％） (94.7) (4.4) (0.3) (0.6) (100.0)

350～ 28 5 1 34 1 6 41
（％） (82.4) (14.7) (2.9) (100.0)

400～ 15 2 1 18 6 24
（％） (83.3) (11.1) (5.6) (100.0)
合計 7,468 495 16 66 67 8,112 261 974 9,347
（％） (92.1) (6.1) (0.2) (0.8) (0.8) (100.0)

記載なし 4,721 30 2 4,753 43 2,987 7,783
（％） (99.3) (0.6) (0.0) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 214.54 215.56 202.50 212.42 218.36 214.85 209.66 216.69 214.67

標準偏差 37.74 38.55 30.22 46.87 37.52 37.92 32.51 39.71 37.92

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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